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財
務
省
山
口
財
務
事
務
所
の
１
月
判
断

「
回
復
し
つつ
あ
る
」県
内
経
済
情
勢

た
た
め
、
白
菜
や
薄
切
り
肉

な
ど
鍋
用
食
材
の
売
り
上
げ

が
低
調
だ
っ
た
」（
ス
ー
パ

ー
）、「
前
回
の
消
費
税
引
き

上
げ
時
（
２
０
１
４
年
４

月
）
ほ
ど
で
は
な
い
も
の

の
、
９
月
の
駆
け
込
み
の
反

動
等
に
よ
り
、
化
粧
品
や
婦

人
服
な
ど
が
低
調
」（
百
貨

店
）、「
米
中
貿
易
摩
擦
な
ど

の
影
響
に
よ
り
、
プ
ラ
ン

ト
、
産
業
機
械
向
け
な
ど
の

需
要
が
低
調
と
な
っ
て
い

る
」（
鉄
鋼
）、「
有
資
格
者

が
慢
性
的
に
不
足
し
て
い
る

た
め
、
外
国
人
の
雇
用
を
検

討
し
て
い
る
」（
建
設
）
な

ど
の
声
が
聞
か
れ
た
。

　「
先
行
き
」
に
つ
い
て
は

「
雇
用
環
境
の
改
善
が
続
く

な
か
で
、
各
種
政
策
効
果
に

支
え
ら
れ
、
回
復
し
て
い
く

　
財
務
省
山
口
財
務
事
務
所

（
☎
０
８
３

－

９
２
２

－

２

１
９
０
）
は
、
１
月
の
県
内

経
済
情
勢
を
こ
の
ほ
ど
発

表
。「
県
内
経
済
は
、
生
産

の
一
部
に
弱
さ
が
見
ら
れ
る

も
の
の
、
回
復
し
つ
つ
あ

る
」
と
総
括
判
断
し
た
。

　
そ
の
要
点
は
「『
個
人
消

費
』
は
緩
や
か
に
持
ち
直
し

て
い
る
。『
生
産
活
動
』
は

回
復
に
向
け
た
テ
ン
ポ
が
緩

や
か
に
な
っ
て
い
る
。『
雇

用
情
勢
』
は
着
実
に
改
善

し
、
人
手
不
足
感
が
引
き
続

き
強
い
状
況
に
あ
る
」
た

め
。
さ
ら
に
、「
設
備
投

資
」
は
前
年
度
を
上
回
り
、

「
企
業
収
益
」
は
減
益
の
見

込
み
だ
。

　
調
査
対
象
企
業
か
ら
は

「
気
温
の
高
い
日
が
多
か
っ

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
た
だ

し
、
人
手
不
足
に
よ
る
企
業

活
動
へ
の
影
響
や
通
商
問
題

の
動
向
を
含
む
海
外
経
済
等

の
不
確
実
性
に
加
え
、
消
費

税
率
引
き
上
げ
後
の
消
費
者

マ
イ
ン
ド
の
動
向
な
ど
を
注

視
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
見

て
い
る
。

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
よ
り
詳
し
い
記
事
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

１
７
８
㌻
を
現
在
編
集
中

２
年
ぶ
り
発
刊　

地
区
史
研
究「
佐
山
」

14
年
ぶ
り
の
第
13
号
を
復

刊
。
今
年
３
月
、
２
年
ぶ

り
に
第
14
号
が
発
刊
さ
れ

る
。

　
第
14
号
で
は
、
郷
土
の

偉
人
・
河
瀬
眞
孝
と
山
田

鵬
輔
特
集
が
組
ま
れ
、
河

瀬
の
書
簡
解
読
調
査
報
告

や
初
掲
載
の
家
系
図
、
墓

発
見
報
告
な
ど
、
新
情
報

も
多
く
「
充
実
し
た
内

容
」
と
泉
秀
夫
同
会
会

長
。

　
会
誌
は
、
刊
行
の
都
度

１
千
円
の
会
費
を
支
払
う

同
会
会
員
に
配
ら
れ
る
。

　
同
会
（
佐
山
地
域
づ
く

り
協
議
会
内
、
☎
０
８
３

－

９
８
９

－

３
５
２
２
）

が
郷
土
の
歴
史
や
現
在
の

活
動
を
ま
と
め
て
い
る
会

誌
「
佐
山
」。
１
９
９
１

年
の
創
刊
か
ら
２
０
０
４

年
の
第
12
号
ま
で
は
ほ
ぼ

毎
年
刊
行
さ
れ
て
い
た
。

一
時
休
刊
を
経
て
18
年
に

No.179

佐山

　
佐
山
地
区
史
研
究
会
が
、
３
月
に
会
誌
「
佐
山
」

第
14
号
を
発
刊
す
る
。
河
瀬
眞
孝
研
究
が
急
速
に
進

む
同
地
域
が
、
満
を
持
し
て
世
に
送
り
出
す
。

湯田 克治さん

第11回

Q.  山口県に移住した経緯を教えてください。
A.  40歳の時、旧自治省（東京）から県庁への出向が縁で
山口に来ました。当時の県知事・平井龍さんから、その頃
珍しかった海外出張を２度も命じられ、２年で東京に戻る
はずの県庁勤務が20年になっていました。
Q.  山口市に来られた時の印象は？
A.  静かで空気がきれい。さほど都会でも田舎でもない県
庁所在地は全国的にも珍しいと感じました。
Q.  山口市で好きになったものは？
A.  ＳＬやまぐち号で、私と同じ生まれ年の蒸気機関車Ｃ
５７１「貴婦人」です。自家用車に、希望ナンバー「４５
７１」を申請し、取り付けているくらい好きです。
Q.  今後の山口市に期待することは？
A.  観光資源が豊富、魅力の多い市のことを市民が理解
し、もっと外に向けてＰＲする必要があると思います。

1937年旧満州生まれ宮崎県育ち。
宮崎県庁から旧自治省へ入省し、
茨木県庁・公営企業金融公庫など
の勤務を経て78年、同省から県
庁へ出向。水産部長、商工労働部
長、県参与・21世紀未来博覧会（山
口きらら博）協会専務理事などを
歴任。2002年から3年間、県信用
保証協会会長。県ペルー協会副会
長、河村財団常務理事・事務局長。
趣味は新聞号外の収集。



本
号
の
サ
ン
デ
ー
山
口
は
全
６
ペ
ー
ジ
で
す
。大
変
お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す
が
、別
刷
り
と
ペ
ー
ジ
番
号
順
に「
合
体
」さ
せ
た
上
で
お
読
み
く
だ
さ
い
。

2020年（令和 2年）２月８日㈯　２ サンデー山口

 １行記事　山口日英協会主催の「第３回中学生英語スピーチ／レシテーションコンテスト」が、きょう８日午後０時半から県政資料館（滝町１）で。２２人が出場する。

　
２
０
２
０
シ
ー
ズ
ン
の
レ

ノ
フ
ァ
は
、
１
月
初
旬
に
山

陽
小
野
田
市
で
の
一
次
キ
ャ

ン
プ
で
始
動
。
朝
６
時
、
空

が
ま
だ
暗
い
時
間
か
ら
走
り

込
み
、
き
つ
い
３
部
練
習
も

こ
な
し
ま
し
た
。
１
月
下
旬

か
ら
の
タ
イ
で
の
二
次
キ
ャ

ン
プ
で
は
、
現
地
プ
ロ
サ
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ
や
Ｊ
１
の
名
古

屋
グ
ラ
ン
パ
ス
と
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
マ
ッ
チ
も
実
施
。
選

手
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
も
濃
く
、
充
実
し
た
２
週

間
余
り
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
２
月
23
日（
日
）の
開
幕
戦

ま
で
残
り
２
週
間
。
チ
ー
ム

は
帰
国
後
も
変
わ
ら
ず
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
重
ね
、
最
終
調

整
し
て
試
合
に
臨
み
ま
す
。

試
合
会
場
で
の
熱
い
応
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

ど
う
も
ん
で「
未
来
を
変
え
る
買
い
物
講
座
」

重
要
性
を
増
す「
エ
シ
カ
ル
消
費
」

「信頼関係に必要な心構えとスキル」
職場の「メンター」向け講座

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
よ
り
詳
し
い
記
事
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

「
メ
ン
タ
ー
に
必
要
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
」

「
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
高
め

方
」
な
ど
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心

理
学
な
ど
が
専
門
の
犬
山
奈

保
子
コ
ー
リ
ン
グ
ラ
ボ
代
表

　
消
費
行
動
は
「
社
会
へ
の

投
票
」
だ
と
言
わ
れ
て
お

り
、
１
人
１
人
に
お
け
る

「
エ
シ
カ
ル
（
倫
理
的
）
消

費
（
人
や
社
会
、
環
境
に
配

慮
し
た
消
費
行
動
）」
の
重

要
性
は
増
し
て
い
る
。

　「
未
来
を
変
え
る
買
い
物

講
座
」
が
、
18
日（
火
）
午
前

10
時
か
ら
11
時
半
ま
で
、
コ

ー
プ
こ
こ
と
ど
う
も
ん
店

（
道
場
門
前
１
）
で
開
か
れ

る
。
県
立
大
の
今
村
主
税
准

が
講
師
を
務
め
る
。

　
詳
細
は
、
５
日
付
本
紙
掲

載
広
告
を
参
照
の
こ
と
。
申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

主
催
の
山
口
商
工
会
議
所

（
☎
０
８
３

－

９
２
５

－

２

３
０
０
）
へ
。

教
授
か
ら
、
環
境
に
配
慮
し

た
商
品
の
選
び
方
な
ど
に
つ

い
て
教
え
て
も
ら
い
、
実
際

に
店
舗
内
で
「
エ
コ
ラ
ベ
ル

探
し
」
も
す
る
。

　
定
員
は
20
人
で
参
加
は
無

料
。
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
は
、
主
催
の
温
暖
化
と
め

る
っ
ち
ゃ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や

ま
ぐ
ち
（
市
環
境
政
策
課

内
、
☎
０
８
３

－

９
４
１

－

２
１
８
１
）
へ
。
10
日
（
月
）

締
め
切
り
。

の
人
）
を
務
め
て
い
る
人
や

管
理
職
・
リ
ー
ダ
ー
な
ど
に

向
け
た
講
座
「
信
頼
関
係
に

必
要
な
心
構
え
と
ス
キ
ル
」

が
、
20
日（
木
）
午
前
９
時
半

か
ら
午
後
５
時
ま
で
、
カ
リ

エ
ン
テ
山
口
（
湯
田
温
泉

５
）
で
開
か
れ
る
。

　
内
容
は
、「
メ
ン
タ
ー
に

求
め
ら
れ
る
役
割
と
ス
キ
ル

と
は
？
」「
相
手
の
強
み
を

見
出
し
伝
え
る
重
要
性
」

　
職
場
に

お
い
て
、

部
下
・
後

輩
と
の
人

間
関
係
構

築
に
悩
む

人

は

多

い
。「

メ

ン
タ
ー
」

（
助
言
や

指
導
を
与

え
る
立
場

20
日

１８日



３　2020年（令和 2年）２月８日㈯

 １行記事　第２５回中原中也賞選考会が、きょう８日午後１時からユウベルホテル松政で行われる。応募総数は２２４点で、うち市内からは２点。発表は４時半ごろ。

サンデー山口



2020年（令和 2年）２月８日㈯　４サンデー山口

 １行記事　「食の安全と農業の未来」学習会が、あす９日午後２時から小郡地域交流センターで。講師は小松泰信岡山大名誉教授で「山口市の食と農を考える会」主催。

本
号
の
サ
ン
デ
ー
山
口
は
全
６
ペ
ー
ジ
で
す
。大
変
お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す
が
、別
刷
り
と
ペ
ー
ジ
番
号
順
に「
合
体
」さ
せ
た
上
で
お
読
み
く
だ
さ
い
。

information profile

　
７
７
７
（
宝
亀
８
）
年
に

始
ま
り
、
１
６
７
０
（
寛
文

10
）
年
、
宇
部
領
主
で
あ
っ

た
福
原
氏
が
菩
提
寺
と
し
て

再
興
し
た
。

　
本
堂
北
側
に
あ
る
庭
園

「
龍
心
庭
」
は
南
北
朝
時
代

に
築
か
れ
た
山
口
県
最
古
の

庭
園
で
、
国
の
名
勝
庭
園
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。「
夜よ

泊
ど
ま
り

石い

し

」
や
「
干ひ

潟が

た

様よ

う

」
と
い
っ

た
全
国
的
に
も
貴
重
な
意
匠

が
観
賞
で
き
る
。

［住］宇部市大字小串210
［交］ＪＲ宇部新川駅から車
で10分
［P］20台（無料）
［料］拝観料300円
［問］宗隣寺☎0836-21-1087

宗
隣
寺

（
宇
部
市
）

七
．

　
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

「
鷺
舞
」
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
つ
わ
み
ん
」
を
取
り

囲
む
よ
う
に
、
殿
町
通
り
の
掘

割
に
咲
き
誇
る
「
花
菖
蒲
」。

津
和
野
の
魅
力
を
感
じ
さ
せ
る

デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

【デザイン】
  つわみん 花菖蒲
【設置開始年】2019（令和元）年

[問い合わせ先]
津和野町商工観光課
☎0856-72-0652

vol.5
津和野町

防府天満宮 梅[2月中旬見ごろ]
種田山頭火直筆短冊軸装[展示中 〜3/8]

「うれしいこともかなしいことも草しげる」
旧毛利家本邸より眺める毛利氏庭園
次郎左衛門雛（企画展「お雛さま」[2/8~4/5]において公開予定）
防府天満宮大石段花回廊[4/18～5/6] 
防府天満宮七夕まつり「傘玉」[7/1～7/7]
種田山頭火 七句集（昭和7年～14年）[常設展示] 
防府天満宮万灯の夕べ[8/3～8/5]

1 ６

古くは周防国の中心として永く栄え、現在も歴史を刻む地名が多く残る防
府市。伝統行事や文化財が大切に守られているまちで、山頭火の生涯や
毛利家ゆかりの品々、梅の名所をめぐりに出かけませんか？

旅と酒を愛した
     漂白の俳人
自由律俳句の代表的な俳人。佐波郡西佐波令村（現防府市八王子）生まれ。雑誌
「層雲」を創刊した荻原井泉水門下の秀才として知られた。

母の自死、神経衰弱による早稲田大退学、経営していた酒造場の倒産と一家離散、
離婚、出家などを経て、一笠一杖一鉢の行乞の旅に出る。一時の定住と旅を繰り返
し、酒におぼれながら、深い内省と自然を見つめた俳句を作り続けた。

生涯で8万以上の句を詠んだといわれ、現存するのは約1万2,000句。その強烈な
生き様や句は、大正・昭和・平成そして令和と時空を超えて、今も多くの人の心をとら
えてやまない。

３ 5２

７

防府天満宮
904年創建。日本三大天神の一つ。2月中旬に
は約1,100本の梅が花開き、3月上旬まで梅ま
つりが開かれる。GWには「花回廊」、夏には七
夕まつりや御誕辰祭、秋には御神幸祭（裸坊祭）
など四季折々のにぎわいを見せる。

防府市松崎町14-1
TEL0835-23-7700
http://www.hofutenmangu.or.jp/

１ 毛利博物館	
旧長州藩主毛利家に伝来する美術工芸品・歴史
資料約2万点を収蔵、公開。うち国宝が4件7
点、重要文化財が約9千点。あわせて、国の文化
財に指定されている毛利氏庭園と旧毛利家本
邸も公開されている。

防府市多々良1-15-1
TEL 0835-22-0001
https://www.c-able.ne.jp/～mouri-m/

1
2

3
4
5
6

４3

旧小林寫真館本店
小林銀汀 撮影

7
8

４

８

５ 6 ８ ７2

『たびたびほうふ』は、ほうふの観光情報
ポータルサイト。
施設や名物、イベント、観光動画、花の
開花状況など、ほうふ観光に必要な情報
をＷｅｂで発信します。

https://visit-hofu.jp

山頭火ふるさと館	
2017年10月開館。常設展示では、山頭火の人
生を4テーマに分け、写真や図・地図とともに直
筆やレプリカなど22点の資料を展示して解説。
年4回程度の企画展や俳句大会も実施。2019
年4月から観覧料が無料となった。

防府市宮市町5-13
TEL 0835-28-3107
http://hofu-santoka.jp/

山口市・宇部市・萩市・防府市・美祢市・山陽
小野田市・津和野町の７市町を指す「山口
ゆめ回廊」。２０２１年には博覧会開催も予
定されている圏域の、自然、歴史、文化、
催しなど、さまざまな魅力をお伝えします。

種田山頭火 （1882～1940）



サンデー山口５　2020年（令和 2年）２月８日㈯

 １行記事　働き方改革実践モデル企業最終報告会が、１４日（金）に山口グランドホテルで。１２日（水）までに要申し込み。詳細は５日付本紙掲載広告を参照のこと。

花
粉
症

ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎

ぜ
ん
そ
く

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

アレルギーの日・アレルギー週間とは ２
月
20
日
は
ア
レ
ル
ギ
ー
の
日

主
な
ア
レ
ル
ギ
ー
の
症
状
や
留
意
点
を
紹
介

　
何
ら
か
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
人
は
い
ま
や
国
民
の
約
２
人
に

１
人
と
も
い
わ
れ
、
厚
生
労
働
省
と
日
本
ア
レ
ル
ギ
ー
学
会
は
、
正
し
い
知
識
の
周

知
を
目
的
に
「
ア
レ
ル
ギ
ー
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」（https://allergyportal.jp/

）
を

２
０
１
８
年
10
月
に
公
開
し
た
。
２
月
20
日
は
「
ア
レ
ル
ギ
ー
の
日
」。
花
粉
の
飛
散

も
本
格
化
す
る
シ
ー
ズ
ン
を
控
え
、
代
表
的
な
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
と
そ
の
留
意
点
な

ど
を
紹
介
す
る
。
何
ら
か
の
症
状
が
出
た
ら
、
自
己
診
断
せ
ず
下
記
掲
載
の
医
療
機

関
や
薬
局
な
ど
に
相
談
し
よ
う
。

　
鼻
水
・
く
し
ゃ
み
・
鼻
づ

ま
り
が
３
主
徴
。
花
粉
飛
散

量
に
比
例
し
て
症
状
が
悪
化

す
る
傾
向
が
あ
る
。
県
医
師

会
に
よ
る
と
今
年
は
、
ス
ギ

花
粉
の
実
測
値
が
過
去
最
多

と
な
っ
た
昨
シ
ー
ズ
ン
よ
り

は
着
花
状
態
の
不
良
な
木
が

多
い
も
の
の
、
昨
シ
ー
ズ
ン

並
み
の
雄
花
を
つ
け
て
い
る

木
も
少
な
く
な
い
と
い
う
。

ヒ
ノ
キ
に
つ
い
て
は
、
過
去

２
番
目
に
多
い
飛
散
量
を
記

録
し
た
昨
シ
ー
ズ
ン
に
比
べ

れ
ば
花
芽
は
少
な
め
。
た
だ

し
予
測
を
上
回
る
可
能
性
も

あ
る
の
で
注
意
が
必
要
だ
。

　
結
膜
が
外
気
に
直
接
触
れ

て
い
る
こ
と
や
、
涙
液
が
抗

　
皮
膚
に
か
ゆ
み
の
あ
る
湿

し
ん
や
炎
症
、
肌
の
乾
燥
な

ど
が
慢
性
的
に
あ
ら
わ
れ
る

状
態
。
顔
や
首
、
ひ
じ
や
ひ

ざ
裏
な
ど
に
発
生
し
や
す

い
。
一
度
治
ま
っ
て
も
再
発

す
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
い

う
。
ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト
や
ダ

ニ
、
花
粉
と
い
っ
た
環
境
的

要
因
と
、
遺
伝
に
よ
る
体
質

的
な
要
因
と
が
あ
る
。

　
気
道
に
慢
性
的
な
ア
レ
ル

ギ
ー
の
炎
症
が
生
じ
、
様
々

な
原
因
で
気
道
が
狭
く
な
り

呼
吸
が
困
難
に
な
る
。
ダ
ニ

や
カ
ビ
な
ど
環
境
の
ア
レ
ル

ゲ
ン
に
反
応
す
る
ア
ト
ピ
ー

型
ぜ
ん
息
と
、
ア
レ
ル
ゲ
ン

に
反
応
し
な
い
非
ア
ト
ピ
ー

型
ぜ
ん
息
が
あ
る
。
治
療
と

と
も
に
、
環
境
整
備
な
ど
で

危
険
因
子
を
回
避
す
る
こ
と

が
大
切
だ
。

　
特
定
の
食
物
が
原
因
で
ア

レ
ル
ギ
ー
反
応
を
起
こ
す
こ

と
が
あ
る
。
症
状
の
出
か
た

や
重
症
度
に
は
個
人
差
が
あ

り
、
原
因
と
な
る
食
物
ア
レ

ル
ゲ
ン
の
種
類
・
量
・
品
目

数
・
耐
性
獲
得
の
時
期
な
ど

も
人
に
よ
り
異
な
る
。
な

お
、
食
中
毒
や
食
物
不
耐
症

な
ど
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
と
間

違
え
や
す
い
症
状
も
あ
る
た

め
、
専
門
の
医
師
に
よ
る
正

確
な
診
断
が
必
要
と
な
る
。

　
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
は
、

ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
に
よ
り
複

数
の
臓
器
に
症
状
が
強
く
あ

ら
わ
れ
る
状
態
。
特
に
、
血

圧
低
下
や
意
識
障
害
を
伴
う

場
合
を
「
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ

ー
シ
ョ
ッ
ク
」
と
呼
び
、
一

刻
も
早
く
医
療
機
関
で
適
切

に
対
応
を
進
め
な
い
と
生
命

に
か
か
わ
る
こ
と
も
。
小
児

の
多
く
は
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

が
原
因
だ
が
、
ハ
チ
や
ア
リ

な
ど
昆
虫
の
毒
と
薬
剤
も
誘

因
と
な
る
。

原
を
溶
か
し
や
す
い
こ
と
な

ど
か
ら
、
目
は
ア
レ
ル
ギ
ー

反
応
が
生
じ
や
す
い
場
所
と

さ
れ
る
。
カ
モ
ガ
ヤ
（
５
〜

７
月
ご
ろ
）
や
カ
ナ
ム
グ
ラ

（
９
〜
11
月
ご
ろ
）
な
ど
の

花
粉
飛
散
時
期
に
は
、
同
じ

ア
レ
ル
ゲ
ン
で
目
と
鼻
に
も

症
状
が
あ
ら
わ
れ
る
。
掻
く

ほ
ど
余
計
に
か
ゆ
く
な
り
、

粘
膜
を
傷
つ
け
る
恐
れ
も
。

視
力
に
影
響
す
る
場
合
も
あ

る
の
で
、
症
状
が
あ
ら
わ
れ

た
ら
早
め
の
受
診
を
。

　免疫学者石坂公成・照子夫妻がアレルギーを起こす
原因物質「ＩｇＥ（免疫グロブリンＥ）」を発見し、そ
の成果を米国アレルギー学会で発表した１９６６年２
月20日にちなみ、日本アレルギー協会が１９９５年に
この日を「アレルギーの日」と制定した。また、毎年
２月17日から23日の１週間を「アレルギー週間」と
して、全国各地で啓発普及活動が実施されている。



2020年（令和 2年）２月８日㈯　６サンデー山口
サ
ン
デ
ー
山
口（
山
口
版
）は
、朝
日
・
毎
日
・
読
売
・
中
国
・
日
経
へ
の
新
聞
折
り
込
み（
山
口
市
内
全
域
）、各
所
へ
の
紙
面
設
置
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
公
開（http://w

w
w
.sunday-yam

aguchi.co.jp

）等
の
方
法
に
よ
っ
て
、み
な
さ
ま
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
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